[bookmark: _GoBack]幌内炭鉱は既存の都市から離れた山間部で開発されたため、幌内炭鉱の福利厚生施設は北炭によって一元的に建設、管理が行われることとなった。その結果、幌内炭鉱では自己完結的な性質を持つ炭鉱集落が形成された。本研究では、主に北炭の内部資料に基づき、幌内炭鉱の炭鉱集落の福利厚生施設に着目して、その変遷や特徴を明らかにすることを目的に研究を行った。その結果、幌内炭鉱の福利厚生施設には、戦中、戦後の社会情勢の変化や、炭鉱従事者達の自治意識の高まりといった意識の変化が表されていること等が明らかにされた。
